
予備知識０から実践的な材料知識を⾝につける

機械材料⼊⾨講座eラーニング
⾃分で学べる

本講座は、「振動問題や解析業務」に取り組む初⼼者から中堅設計者を対象に、
振動の「基礎から応⽤までを段階的に学べる」eラーニング教材です。

社内教育として採⽤増加中です

■教育教材として採⽤頂いている理由
・覚えるだけの知識ではなく実務ですぐに使うことができる ・初⼼者でも分かりやすいので新⼈教育にぴったり
・⼤⼿製造業を含む多くの採⽤実績があるので安⼼ ・受講管理システムで受講者の進捗状況を管理できる
・覚えるだけでなくテストや演習問題があるので安⼼ ・1⽇で数⼗万するセミナーと⽐べ安価で試しやすい

本講座で「基礎から実践レベルまで」振動の知識が⾝につく３つの理由

振動の基礎から応⽤まで学べる

機械⼒学⼊⾨講座 振動編（Eラーニング）

受講前

理由1. 数式だけでなく、その背後にある「物理的な意味」も理解できる 理由2. 初⼼者から中堅設計者まで、レベルに合わせて学べる内容が充実



＜お問い合わせはこちらまで＞
株式会社RE ものづくりウェブ事務局 TEL:052-766-7106 (平⽇10:00〜18:00）

第1章 振動の全体像︓振動の全体像やその重要性を理解し「本講座の学習の流れ」を把握する。
第2章 振動を理解するための前提知識︓「振動の概念と表現⽅法」、数学的なツールの使⽤について理解する。
第3章 振動の基礎（1⾃由度系）︓1⾃由度系を軸に「振動の基本から数学的背景」までを深く学ぶ。
第4章 多⾃由度系︓「多⾃由度系の振動解析や有限要素法」回転機械の振動について理解を深める。
第5章 モード解析︓CAEの振動解析に⽤いられる解析⼿法の⼀つである「モード解析」について理解する。
第6章 振動試験︓「振動試験の⽅法」「ハンマリング試験の実施⽅法」および関連⽤語を理解する。
第7章 振動対策︓ 「実践的な振動対策の⼿法」を学び、実際の設計に活⽤する⽅法を理解する

カリキュラム 全７章

定価︓45,000円（税抜き）／1アカウント

サンプル動画を⾒ていただくことで、分かりやすさを実感していただけます。
■公開中のサンプル動画 https://d-monoweb.com/vibration_sample/

〈スライド紹介〉※実際に学習するe-ラーニングのスライドの一部となりますので、ご参考ください。
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お申込みから受講開始までの流れ

振動が及ぼす影響
1. 振動が⼈体に及ぼす影響

多⾃由度系の振動

単純 複雑

本講座の学習の流れ
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連続体の振動（弦）
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振動する範囲

モード解析とは 固有値解析

1. ⼩さな特徴の除外

2. Rや⾯取りの簡略化

3. ⾮構造部品の除外

4. 対称性の利⽤

5. 部品の結合

6. 等価化

l 複雑な形状の簡略化

部品A×2
部品C ×14

部品B

① 形状の作成

② 物性値の取得

③ 拘束条件の取得

④ 解析モデルの作成

⑥ 解析実⾏

⑦ 結果の確認
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⑤ 解析条件の設定

打撃ハンマ

ハンマリング試験の装置構成
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被対象物 振動の伝播
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https://d-monoweb.com/vibration_sample/

